
「上小岩小スタンダード」 
【学用品編】全てに記名をしてください。なくなる前に補充してください。 

□筆箱   以下の❶～❺のものが入り、必要なものが一目で確認できるもの。 

★「箱型」を使用する。（不要なものが入らず、必要最低限なものが一目で確認できるため。） 

❶鉛筆   ４～５本（鉛筆は８㎝以上がめやす、２Ｂ～ＨＢ、毎日家でけずってくる。） 

❷赤鉛筆  １本    

❸青鉛筆  １本    

➍消しゴム １個（においなし、四角く消しやすいもの） 

❺定規(15㎝) １本（折りたたみタイプは不可） 

 ★学年が上がるにつれ、筆箱の中身が乱れがちです。筆記用具は学習の基本です。ご家庭で

も定期的にチェックしてください。 

□ノート  原則、新学年の最初に教材費から学年の実態に合ったノートを購入させていただ

きます。２さつめ以降は、同じ罫線・マス目のものをご家庭でご用意ください。 

□クレパス １６色 油性（１・２年） 

□色鉛筆  １２色（全学年） 

□下敷き  授業の妨げにならないデザインのもの 

□道具袋  以下の❶～❺のものが入る袋（ひもでフックにかけられるもの） 

❶ネームペン（黒油性） 

❷はさみ (コンパクトタイプ不可。工作等でも使用できる切りやすいもの) 

❸液状のり 

➍セロハンテープ （カッター付き） 

❺ステープラ（ホチキス） 

□名札   基本的に学校に置いて帰ります。教室に入ったら、左胸につけます。 

      なくした場合、新たに購入してください。 

□校帽   登下校は、必ず校帽をかぶります。日差しや事故の際の裂傷防止だけでなく、 

      校外学習や地域の方の見守りの際の目印にもなります。 

□上履き入れ袋 

上履き  毎週末に持ち帰ります。上履き洗いは自分でやりましょう。 

□体育着入れ袋 

体育着  体育着の裏に、「学年」「組」「名前」をはっきりと書きます。 

（1・2年はひらがなで、3～6年は漢字で） 

 ★けがや事故防止のため、体育時にフード付きの上着やジャンパーは着ません。 

  寒い時期は、フードやできるだけチャックのついていないトレーナー等 

を上に着て体温調節ができるようにしてください。 

□防災頭巾カバー 

 防災頭巾・・入学時に購入、準備したものを６年生まで大事に使います。 

□雑巾   １枚 

□大きい洗濯バサミ  １個 

・いすのパイプにぞうきんごとはさめるよう大きめの洗濯ばさみ 

（・学期ごとに持ち帰るので、始業式に新しいものを１まい用意する。） 

 



□給食袋  ❶～❸のものを入れます。 

❶ランチョンマット   

❷口ふきタオル   

❸よびマスク・・給食準備時は、全員が着用します。 

□絵の具セット（バッグ） ❶～❺のものを入れます。（全学年） 

❶12色水彩絵の具 

❷筆 ２本（太め１本、細め１本）（セットで購入したものでよい） 

❸ぞうきん 

➍パレット 

❺筆洗（水入れ） 

□けんばんハーモニカのセット（全学年） 

●けんばんハーモニカ  ●ホース 

●唄口（くわえる所）  ●ミニタオル 

□習字セット（３～６年生） 使ったらその日のうちに持ち帰ります。 

●ぼく液  ●すずり  ●文ちん 

●大筆   ●小筆   ●筆置き 

●下敷き  ●ビニール袋（すみがついたごみの持ち帰り用） 

●新聞紙  ●練習用半紙 10枚以上 

 

 

【学習のきまり編】学習のきまりを守り、学習できるようお声かけください。 

① 授業が終わったら次の学習の準備をします。（トイレ・水飲みは休み時間中に終わらせる） 

② 時間を守って授業を始めます。 

③ 授業のはじめとおわりには、きちんとあいさつをします。 

④ 発表のやくそくを守って授業に参加します。 

・指名されたときは、「はい。」と返事する。 

・発表のやくそくを守って発言する。【はい・立つ・です！】 

・ハンドサインを上手に活用して、たくさん意見を交流する。 

⑤ 授業中は正しい姿勢をします。 

・書くときはノートを正面において、目を近づけすぎない。 

・音読するときは、本を両手で持ち、立てて読む。 

・いすに深くすわり、せすじをのばす。【グー・ピタ・ピン】 

⑥ 正しい聞き方、話し方をします。 

・話を聞くときは、話をする人の方に顔を向けて聞く。【聞くあいうえお】 

・その場に応じた声の大きさで最後まではっきり話す。【話すかきくけこ】 

⑦ 教室の移動は静かにする。（専科の教室や校庭、体育館などへ行くとき） 

・並んで静かに右側を歩
ある

く。 

・階段
かいだん

は段
だん

をとばさない。  

 

「聞く」あいうえお
あいてをみて
いいしせいで
うなづきながら
えがおで
おわりまで

「話す」かきくけこ
かおをみて
きちんとわかりやすく
くちをあけて
けいごで
こえのおおきさにきをつけて

よりよい学校生活を送るためのスタンダードです。

繰り返しご家庭でも確認をお願いします。 

【その他】 

小学校生活全般のきまりは、「上小岩よい子のくらし」 

をご覧ください。 


